
【保護者、教職員の感想】 

・ 先生の視点が、日本に住む私たちには新しく、興味深く聴くことができました。話術もすば

らしく、楽しくわかりやすかったです。 

・ 文化の違いを理解することが、お互いをよく理解することにつながることを知りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

去る１０月１７日（木）に、人権教育参観日と人権教育講演会を実施

しました。 

 まず、各クラスで、道徳、学級活動、総合的な学習の時間を設定し、

子どもの発達段階に応じた資料を用いて、人権感覚を高める授業を実

施し、参観していただきました。 

 その後、体育館で人権教育講演会を実施し、５、６年児童、保護者、

教職員が参加しました。 

今年は、山口県立大学の、シャルコフ・ロバート先生に、『えっ！そんな見方があるの？』とい

う演題で、講演していただきました。日本で暮らしている者にとっては当たり前に意識している物

や色が、必ずしも、他の国では、当たり前ではないという事例をたくさん教えていただき、改めて

文化の違いを意識することができました。 

【児童の感想】 

・私たちがアメリカの人たちの答えを聞くと「えー？」とおどろくけど、アメリカの人たちから見

たら 自分たちの答えも「えー？」とおどろかれるのだと思いました。 

・日本人同士でも考え方がみんなちがうのと同じように、日本とアメリカでも考えていることがち

がうのだと思いました。 

・生まれ育った場所がちがうから、見方や考え方がちがうのだと思います。 

・日本人と外国の方では思っていることがちがうのが当たり前で、どれもまちがいではないという

ことをシャルコフ先生に教えてもらいました。 

・答えは自分の考えだからどっちも正しいので、笑ったりしないようにしたいです。 
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皆様には、平素より、人権学習の推進に深いご理解とご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

 さて、近年はスマートフォンの普及に伴い、インターネットを使った人権問題が急速に増えて

きております。誰もが簡単にインターネットにアクセスできる環境となりましたが、その分危険

性も伴います。新たな人権問題を防止するためにも、一人ひとりが正しい知識と思いやりの心を

持つことが必要になります。 

一人ひとりの人権が尊重され、自分らしく安心して暮らせる地域社会の実現を目指すため、皆

様方のご支援とご協力を賜りますようお願い申し上げますとともに、皆様にとって今年一年が健

康で明るく実り多き幸せな年でありますよう、心よりお祈り申し上げます。 
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去る１１月９日（土）、保護者や地域の方々を交え、人権にかかわる授業と講演会を行いました。

今年度は、「人権感覚をみがき、人権を互いに尊重し合う」をテーマに学習を展開しました。 

 

１ 各学年の公開授業 

（１） １年生：バスの中でわき起こった拍手の意味を話し合うことを通して、皆が互いに配慮しあ  

い、深い思いやりと優しさにあふれた社会を実現しようとする実践意欲を高めまし

た。 

【生徒の感想】このお話では、お母さん・客・運転手が思いやりの連鎖になっていた。人を思い

やったら、された方も思いやりで返す。これはいいことだと思う。この世の中、世界もこんな感

じの思いやりの連鎖で成り立ったらいいと思った。 

（２） ２年生：「自己表現の権利」という権利が、自分にあるのと同様に相手にもあることを理解   

し、自分も相手も大切に考えた上で、自分の気持ちや意見をはっきりと伝えようと

する方法について学びました。 

【生徒の感想】アサーティブな受け答えが大切だとわかりました。これは、相手を傷つけないよ

うに、かつ、自分の気持ちを伝えないといけないので難しかったです。 

（３） ３年生：もし、私たちが新しい国を作るとしたら、どんな権利が必要だろう・・・身の回り   

にある大切な権利について学習し、お互いの権利を尊重しながら生活していくこと 

の大切さを学びました。 

【生徒の感想】どの権利がいちばん大切というのではなく、どの権利も大切なんだと思いました。

１つでも権利がなかったら、国は大変なことになると気付きました。改めて人権の大切さを学び

ました。 

 

２ 教育講演会 演題「共に生きる～つながりを求めて」 

こころの相談室「わらべ」 中村 津峰子様 

 「友達との付き合い方」「いじめについて」「人間だけが人権をもって    

いるのか」「メールでのコミュニケーションについて」など、生徒や保護

者の方からの疑問や悩みに応えるという形で、貴重なお話をしていただき

ました。講演を通し、「相手を思いやり、人権を相互に尊重し合う心」の

大切さについて、深く考えさせられる１時間となりました。 

 

 【生徒の感想】 

 今回の人権講演会を聞いて、自分の今までの生き方と照らし合わせることができました。その中で、

心に残ったことは、人と群れることに対する考えです。今まで私は、一人でいることに不安や心配を

感じることが多かったし、自分は空気が読めていないのか、考えすぎている部分があったんだなと改

めて思いました。みんなといることも、一人でいることも大事なことだし、いつも誰かと一緒という

のは、これから生きていく上で、困るときが来るんだということを知りました。これからは、一人で

もみんなとでも過ごせるようにしようと思います。 


